
1 

65.9 

35.4 

0.8 

20.9 

42.5 

16.7 

2.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

主に母親

主に父親

祖父母

小学校

放課後児童クラブ（学童保育）

その他

不明・無回答

全体（n=1,304）

73.8 

29.1 

0.4 

24.4 

47.7 

11.4 

3.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

主に母親

主に父親

祖父母

認定こども園・保育所

幼稚園

その他

不明・無回答

全体（n=1,003）

    

播磨町アンケート調査結果【概要】 

１ 保護者調査結果 

（１）子育て環境について 

子育てを主に行っている方について、就学前保護者では、「父母ともに」が 73.8％と最も高く、次

いで「認定こども園・保育所」が 47.7％、「主に母親」が 29.1％となっています。 

小学生保護者では、「父母ともに」が 65.9％と最も高く、次いで「小学校」が 42.5％、「主に母親」

が 35.4％となっています。 

【子育てを主に行っている方 就学前保護者問８】 

 

 

 

 

 

 

【子育てを主に行っている方 小学生保護者問８】 

  

資料 3 
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5.1 24.1 54.7 14.9 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,003）

日常的に同居の祖父母にみてもらえる

日常的に同居していない祖父母等の親族にみてもらえる

緊急的又は用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

いずれもない

不明・無回答

日ごろ、子どもをみてもらえる親族・知人について、就学前保護者では、「緊急的又は用事の際に

は祖父母等の親族にみてもらえる」が 54.7％と最も高く、次いで「日常的に同居していない祖父母

等の親族にみてもらえる」が 24.1％、「いずれもない」が 14.9％となっています。 

【日ごろ、子どもをみてもらえる親族・知人 就学前保護者問 10】 
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31.9 

10.6 

24.9 

3.3 

24.5 

1.8 

0.0

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

働いている

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

働いているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

働いている

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

働いているが、産休・育休・介護休業中である

以前は働いていたが、現在は働いていない

これまで働いたことがない

父親のみのひとり親家庭である

不明・無回答

全体（n=1,003）

31.4 

1.0 

41.4 

0.5 

19.9 

1.9 

0.2 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

働いている

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

働いているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

働いている

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

働いているが、産休・育休・介護休業中である

以前は働いていたが、現在は働いていない

これまで働いたことがない

父親のみのひとり親家庭である

不明・無回答

全体（n=1,304）

（２）保護者の働き方について 

母親の就労状況について、就学前保護者では、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

で働いている」が 31.9％と最も高く、次いで「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で働

いている」が 24.9％、「以前は働いていたが、現在は働いていない」が 24.5％となっています。 

小学生保護者では、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で働いている」が 41.4％と

最も高く、次いで「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で働いている」が 31.4％、「以

前は働いていたが、現在は働いていない」が 19.9％となっています。 

【母親の就労状況 就学前保護者問 13】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況 小学生保護者問 11】 
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52.6 

31.7 

8.1 

15.0 

36.3 

51.0 

3.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,003）

前回調査（n=1,270）

取得した（取得中である） 取得していない 働いていなかった

不明・無回答

育児休業の取得状況について、前回調査と比較すると、就学前保護者の母親では、「取得した（取

得中である）」が 52.6％と最も高く、次いで「働いていなかった」が 36.3％、「取得していない」が

8.1％となっており、父親では、「取得していない」が 75.9％と最も高く、次いで「取得した（取得中で

ある）」が 16.2％となっています。前回調査と比較すると、「取得した」の割合が、母親では 20.9 ポ

イント、父親では 13.5ポイント増加しています。 

【育児休業の取得状況（母親） 就学前保護者問 32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育児休業の取得状況（父親） 就学前保護者問 32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「母親のみのひとり親家庭である」は今回のみの選択肢。 

  

16.2 

2.7 

75.9 

86.4 

0.7 

0.7 

1.1 

6.2 

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,003）

前回調査（n=1,270）

取得した（取得中である） 取得していない

働いていなかった 母親のみのひとり親家庭である

不明・無回答
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育児休業を取得していない理由としては、母親では、「子育てや家事に専念するため退職した」が

減少しており、出産後も就業を継続する人が増加していることがうかがえます。父親では、「制度を利

用する必要がなかった」が大きく減少しています。 

【育児休業を取得していない理由（母親） 就学前保護者問 32-1】 

  
9.9 

7.4 

4.9 

13.6 

0.0

6.2 

3.7 

1.2 

14.8 

32.1 

14.8 

9.9 

0.0

9.9 

0.0

7.4 

2.5 

14.1

5.2

7.3

12.0

0.0

5.8

4.7

0.5

6.8

40.8

18.3

8.4

1.6

2.1

17.3

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）・こども園などに預けることができた

配偶者（パートナー）が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知っていたが、退職した

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

不明・無回答

今回調査（n=81） 前回調査（n=191）
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【育児休業を取得していない理由（父親） 就学前保護者問 32-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した」「（産休後に）仕事に早

く復帰したかった」は前回のみの選択肢。  

35.2 

38.0 

3.8 

5.4 

28.1 

3.2 

20.6 

16.8 

0.0

10.0 

0.1 

2.6 

5.0 

3.9 

30.3

32.5

5.9

9.1

30.3

1.8

25.8

38.4

0.2

8.6

0.2

2.3

0.0

0.8

3.1

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）・こども園などに預けることができた

配偶者（パートナー）が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

その他

不明・無回答

今回調査（n=761） 前回調査（n=1,097）
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81.8 

65.0 

17.5 

34.9 

0.7 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,003）

前回調査（n=1,270）

利用している 利用していない 不明・無回答

（３）教育・保育事業の利用について 

定期的な教育・保育事業の利用状況について、就学前保護者では、「利用している」が81.8％と、

前回調査から増加しています。 

子どもの年齢別にみると、「利用している」が０歳児では 25.9％、１歳児では 66.4％、２歳児では

73.9％、３歳児以上ではほぼ 100％となっています。 

【定期的な教育・保育事業の利用状況 就学前保護者問 14】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前児童保護者問 14 平日の定期的な教育・保育事業の利用の有無× 問３ 年齢】 

 

 

 

 

 

 

  

上段：度数
下段：％

合計
利用してい
る

利用してい
ない

不明・無回
答

1,003 820     176     7       

100.0   81.8    17.5    0.7     

135     35      100     -       

100.0   25.9    74.1    -       

122     81      39      2       

100.0   66.4    32.0    1.6     

134     99      33      2       

100.0   73.9    24.6    1.5     

159     159     -       -       

100.0   100.0   -       -       

223     222     -       1       

100.0   99.6    -       0.4     

212     209     1       2       

100.0   98.6    0.5     0.9     

問14　認定こども園・幼稚園・保育所などの
「定期的な教育・保育の事業」の利用の有無

問
３
　
年
齢
（

学
年
基
準
）

全体

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児（年少）

４歳児（年中）

５歳児（年長）
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利用している事業については、「幼稚園」が減少し、「認可保育所」「認定こども園」が増加してお

り、共働き世帯や核家族世帯の増加から保育ニーズが増加していることがうかがえます。 

事業の利用時間について、開始時間は、現在・希望ともに「８時台」が最も高くなっています。また、

「７時台」が現在は 16.0％となっていますが、希望では 20.9％となっています。終了時間は、現在・

希望ともに「17 時台」が最も高くなっています。また、「１９時台」を希望する割合は 8.8％となってい

ます。 

【利用している事業 就学前保護者問 14-３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育所等での一時預かり保育」「企業主導型保育」は今回のみの選択肢。 

 

【利用している事業の利用時間 就学前保護者問 14-4】 

開始時間         終了時間 

 現在 希望   現在 希望 

n=820 件数 ％ 件数 ％  n=820 件数 ％ 件数 ％ 

６時より前 1 0.1 0 0.0  14 時より前 144 17.6 18 2.2 

６時台 1 0.1 4 0.5  14 時台 51 6.2 39 4.8 

７時台 131 16.0 171 20.9  15 時台 48 5.9 85 10.4 

８時台 488 59.5 418 51.0  16 時台 209 25.5 150 18.3 

９時台 180 22.0 136 16.6  17 時台 244 29.8 299 27.9 

10 時より後 13 1.6 11 1.3  18 時台 114 13.9 145 17.7 

不明・無回答 6 0.7 80 9.8  19 時台 3 0.4 72 8.8 

      20 時台 0 0.0 2 0.2 

      21 時より後 0 0.0 0 0.0 

      不明・無回答 7 0.9 80 9.8 

21.1 

8.8 

48.5 

22.7 

3.5 

0.7 

0.0

0.4 

1.0 

0.7 

0.0

0.0

1.1 

0.4 

49.9

15

18.8

35.6

0.2

0.1

1.0

1.7

0

0.5

2.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

認可保育所

小規模保育

保育所等での一時預かり保育

家庭的保育

事業所内保育

企業主導型保育

認可外保育または無認可保育

居宅訪問型保育

ファミリーサポートセンター事業

その他

不明・無回答

今回調査（n=820） 前回調査（n=826）
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不定期の事業の利用経験については、利用したことがある割合が、「一時預かり保育」は19.6％、

「町内で実施している託児サービス」が 15.0％、「一時預かり保育」は 19.6％、「町外で実施してい

る託児サービス」が 9.4％となっています。 

不定期の事業の利用意向については、利用したい割合が、「一時預かり保育」は 36.1％、「町内

で実施している託児サービス」が 16.2％、「ファミリーサポートセンター事業」が 13.2％となっていま

す。 

【不定期の事業の利用経験 就学前保護者問 25】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【不定期の事業の利用意向 就学前保護者問 26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.1 

13.2 

5.6 

6.8 

16.2 

6.0 

0.4 

62.1 

84.2 

91.3 

90.2 

80.8 

90.7 

66.6 

1.8 

2.6 

3.1 

3.0 

3.1 

3.3 

33.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり保育

ファミリーサポートセンター事業

子育て家庭ショートステイ事業

ベビーシッター

町内で実施している託児サービス

（てるてるはりまなど）

町外で実施している託児サービス

その他

全体（n=1,003）

はい いいえ 不明・無回答

19.6 

6.8 

1.3 

1.3 

15.0 

9.4 

16.7 

77.0 

89.0 

91.8 

93.1 

81.3 

87.1 

66.7 

3.4 

4.2 

6.9 

5.6 

3.6 

3.6 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり保育（n=805）

ファミリーサポートセンター事業

（n=529）

子育て家庭ショートステイ事業

（n=159）

ベビーシッター（n=394）

町内で実施している託児サービス

（てるてるはりまなど）（n=359）

町外で実施している託児サービス

（n=139）

その他（n=6）

はい いいえ 不明・無回答
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一時預かり等の保育サービスの利用希望については、「利用したい」が 41.2％、「利用する必要

はない」が 50.6％となっています。 

利用したい理由については、「私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や親の習い事等）、リフレッシ

ュ目的」が 69.2％と最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含む）や親の通院

等」が 44.6％、「不定期の就労」が 27.6％となっています。 

【一時預かり等の保育サービスの利用希望 就学前保護者問 27】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用したい理由 就学前保護者問 27（問 27で「利用したい」と回答した方）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.2 50.6 8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,003）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

47.6 50.0 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=1,270）

利用したい 利用したいと思わない 無回答

69.2 

44.6 

27.6 

7.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含む）や

親の通院等

不定期の就労

その他

不明・無回答

全体（n=413）

71.2 

49.4 

26.6 

2.6 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

前回調査（n=605）
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お子さんが病気やケガで通常の事業が利用できないことがあったかについては、「あった」が

54.6％、「なかった」が 44.5％となっています。 

病児のための保育施設等の利用意向については、「利用したいとは思わない」が56.9％と、「できれ

ば病児・病後児保育施設等を利用したい」の 39.7％を上回っています。 

【直近１年間に、お子さんが病気やケガで通常の事業が利用できないことがあったか 就学

前保護者問 23】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「できれば病児のための保育施設等を利用したいと思ったか 就学前保護者問 23-2（問

23で「あった」と回答した方）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.6 44.5 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=820）

あった なかった 不明・無回答

70.1 26.6 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=826）

あった なかった 無回答

39.7 56.9 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=448）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

35.8 63.6 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=385）

利用したいと思った 利用したいと思わなかった 無回答
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55.7 

15.1 

31.1 

5.7 

12.7 

46.2 

0.0

11.3 

0.5 

6.6 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（南部子育て支援センター）

放課後子ども教室（アソビバ！など）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター事業

その他（コミセン、公園など）

利用する予定はない

わからない

不明・無回答

全体（n=212）

70.3 

16.5 

45.3 

2.8 

11.3 

19.8 

0.5 

16.0 

1.4 

9.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（南部子育て支援センター）

放課後子ども教室（アソビバ！など）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター事業

その他（コミセン、公園など）

利用する予定はない

わからない

不明・無回答

全体（n=212）

（４）小学生の放課後の過ごし方について 

小学校入学後の希望する放課後の過ごし方について、「放課後児童クラブ」は低学年で 46.2％、

高学年で 19.8％と、一定の利用希望があることがうかがえます。 

【小学校入学後に希望する放課後の過ごし方（低学年） 就学前保護者問 30】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校入学後に希望する放課後の過ごし方（高学年） 就学前保護者問 31】 
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63.7 

15.5 

34.4 

1.4 

13.7 

32.7 

0.5 

4.1 

2.1 

4.5 

5.8 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（南部子育て支援センター）

放課後子ども教室（アソビバ！等）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター事業

図書館

コミセン

その他

わからない

不明・無回答

全体（n=1,304）

68.6 

15.6 

45.6 

1.2 

10.6 

16.8 

0.1 

5.2 

2.4 

6.3 

8.7 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（南部子育て支援センター）

放課後子ども教室（アソビバ！等）

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリーサポートセンター事業

図書館

コミセン

その他

わからない

不明・無回答

全体（n=1,304）

小学生が放課後を過ごしている場所について、「放課後児童クラブ」は低学年で 32.7％、高学年

で 16.8％となっています。 

【小学校が放課後を過ごしている場所（低学年） 小学生保護者問 12】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校が放課後を過ごしている場所（高学年） 小学生保護者問 13】 
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（５）保護者の生活状況について 

お金が足りなくて、家族が必要とする食料を変えないことがあったかについて、配偶関係別にみる

と、『あった』（「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」の合計）が、配偶者がいない人で高くな

っています。配偶者がいない人で『あった』と回答した割合は、就学前児童保護者で 36.7％、小学生

保護者で 45.0％、中学生保護者で 47.3％となっています。 

【就学前児童保護者問 38 過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買

えないことがありましたか。×問６ 配偶関係】 

 

【小学生保護者問 23 過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えな

いことがありましたか。×問６ 配偶関係】 

 

【中学生保護者問 17 過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えな

いことがありましたか。×問６ 配偶関係】 

 

 

 

  

上段：度数

下段：％
合計 よくあった

ときどき

あった

まれにあっ

た

まったくな

かった

不明・無回

答

1,003 16       45       57       862      23       

100.0    1.6      4.5      5.7      85.9     2.3      

953      14       40       48       832      19       

100.0    1.5      4.2      5.0      87.3     2.0      

41       2        4        9        24       2        

100.0    4.9      9.8      22.0     58.5     4.9      

問38　過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買え

ないことがありましたか。

問
６

　
配

偶
関

係

全体

配偶者がいる

配偶者がいない

上段：度数

下段：％
合計 よくあった

ときどき

あった

まれにあっ

た

まったくな

かった

不明・無回

答

1,304 38       72       103      1,069 22       

100.0    2.9      5.5      7.9      82.0     1.7      

1,169 30       47       82       991      19       

100.0    2.6      4.0      7.0      84.8     1.6      

111      7        22       21       59       2        

100.0    6.3      19.8     18.9     53.2     1.8      

問23　過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買え

ないことがありましたか。

問
６

　
配

偶
関

係

全体

配偶者がいる

配偶者がいない

上段：度数

下段：％
合計 よくあった

ときどき

あった

まれにあっ

た

まったくな

かった

不明・無回

答

608      13       44       65       476      10       

100.0    2.1      7.2      10.7     78.3     1.6      

549      10       31       54       446      8        

100.0    1.8      5.6      9.8      81.2     1.5      

55       3        12       11       28       1        

100.0    5.5      21.8     20.0     50.9     1.8      

問17　過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買え

ないことがありましたか。

問
６

　
配

偶
関

係

全体

配偶者がいる

配偶者がいない
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87.8 4.4 

3.7 1.5 2.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=926）

毎日またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回程度 食べない 不明・無回答

82.9 8.6 

2.8 2.5 2.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=950）

毎日またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回程度 食べない 不明・無回答

２ 子ども・若者調査結果 

（１）ふだんの生活について 

朝食の摂取状況について、小学生では、「毎日またはほとんど毎日」が 87.8％と最も高く、次いで

「週に４～５回」が 4.4％、「週に２～３回」が 3.7％となっています。 

中学生では、「毎日またはほとんど毎日」が 82.9％と最も高く、次いで「週に４～５回」が 8.6％、

「週に２～３回」が 2.8％となっています。 

【朝食の摂取状況 小学生問６】 

 

 

 

【朝食の摂取状況 中学生問６】 
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学校での生活について、朝食の摂取状況別にみると、朝食頻度が少ないほど、授業中に寝てしま

うことが多いことや学校を休むことが多くなる傾向がみられます。 

 

【小学生問 10 学校での生活や行事などで次のようなことがありますか。×問６ 朝食頻度】 

 

  上段：度数
下段：％

合計
ちこくする
ことが多い

授業中に寝
てしまうこ
とが多い

宿題ができ
ていないこ
とが多い

持ち物の忘
れ物が多
い

学校を休む
ことが多い

提出物を
出すのがお
くれること
が多い

校外学習
や宿泊活動
など校外で
の活動を休
む

926     55      40      117     196     35      145     6       

100.0   5.9     4.3     12.6    21.2    3.8     15.7    0.6     

813     34      22      84      157     22      110     3       

100.0   4.2     2.7     10.3    19.3    2.7     13.5    0.4     

41      4       4       10      11      1       11      1       

100.0   9.8     9.8     24.4    26.8    2.4     26.8    2.4     

34      9       4       11      13      5       7       -       

100.0   26.5    11.8    32.4    38.2    14.7    20.6    -       

14      2       2       4       5       3       6       -       

100.0   14.3    14.3    28.6    35.7    21.4    42.9    -       

22      6       7       7       10      4       11      2       

100.0   27.3    31.8    31.8    45.5    18.2    50.0    9.1     

上段：度数
下段：％

合計

運動会や音
楽会などの
学校行事
を休むこと
が多い

保健室で
過ごすこと
が多い

学校ではひ
とりで過ご
すことが多
い

友だちと遊
んだり、お
しゃべりし
たりする時
間が少ない

特にない
不明・無回
答

926     7       22      71      63      545     -       

100.0   0.8     2.4     7.7     6.8     58.9    -       

813     4       18      54      51      512     -       

100.0   0.5     2.2     6.6     6.3     63.0    -       

41      -       -       6       5       14      -       

100.0   -       -       14.6    12.2    34.1    -       

34      -       1       5       5       9       -       

100.0   -       2.9     14.7    14.7    26.5    -       

14      -       1       2       -       3       -       

100.0   -       7.1     14.3    -       21.4    -       

22      3       2       4       2       6       -       

100.0   13.6    9.1     18.2    9.1     27.3    -       

問10　学校での生活や行事などで次のようなことがありますか。

問
６
　
朝
食
頻
度

全体

毎日または
ほとんど毎日

週に４～５回

週に２～３回

週に１回程度

食べない

問10　学校での生活や行事などで次のようなことがありますか。

問
６
　
朝
食
頻
度

全体

毎日または
ほとんど毎日

週に４～５回

週に２～３回

週に１回程度

食べない
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69.4 7.3 20.2 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=926）

楽しい 楽しくない どちらでもない 不明・無回答

72.6 6.3 20.5 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=950）

楽しい 楽しくない どちらでもない 不明・無回答

校生活について、小学生では、「楽しい」が 69.4％と最も高く、次いで「どちらでもない」が

20.2％、「楽しくない」が 7.3％となっています。 

中学生では、「楽しい」が72.6％と最も高く、次いで「どちらでもない」が20.5％、「楽しくない」が

6.3％となっています。 

【学校生活について 小学生問９】 

 

 

 

【学校生活について 中学生問９】 
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学校での生活や行事などについて、小学生では、「特にない」が 58.9％と最も高く、次いで「持ち

物の忘れ物が多い」が 21.2％、「提出物を出すのが遅れることが多い」が 15.7％となっています。 

中学生では、「特にない」が 47.7％と最も高く、次いで「提出物を出すのが遅れることが多い」が

28.4％、「持ち物の忘れ物が多い」が 28.0％となっています。 

【学校での生活や行事などについて 小学生、中学生問 10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.9

4.3

12.6

21.2

3.8

15.7

0.6

0.8

2.4

7.7

6.8

58.9

0.0

5.2 

19.2 

21.4 

28.0 

4.5 

28.4 

0.6 

0.7 

1.4 

5.2 

6.7 

47.7 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

遅刻することが多い

授業中に寝てしまうことが多い

宿題ができていないことが多い

持ち物の忘れ物が多い

学校を休むことが多い

提出物を出すのが遅れることが多い

校外学習や宿泊活動などの校外での活動を欠席する

運動会・体育大会や合唱コンクールなどの

学校行事を欠席することが多い

保健室で過ごすことが多い

学校ではひとりで過ごすことが多い

友達と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない

特にない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）
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放課後などの自由時間に過ごす場所について、小学生では、「家（親せきの家を含む）」が

47.9％と最も高く、次いで「自分の部屋」が 41.8％、「友達の家」が 29.4％となっています。 

中学生では、「家（親せきの家を含む）」が 59.1％と最も高く、次いで「クラブ活動・部活動の場所」

が 54.4％、「自分の部屋」が 52.7％となっています。 

【放課後などの自由時間に過ごす場所 小学生、中学生問 11】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「学童保育所」は小学生のみ、「クラブ活動・部活動の場所」は中学生のみの選択肢。 

 

  

41.8

47.9

29.4

8.6

9.6

26.6

25.4

4.1

7.0

0.0

52.7 

59.1 

10.8 

2.2 

54.4 

29.1 

7.1 

19.3 

2.1 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

自分の部屋

家（親せきの家を含む）

友達の家

学校（教室・図書室など）

クラブ活動・部活動の場所

学童保育所

塾や習いごとの場所

地域（図書館・コミセン・公園・児童館など）

お店（ゲームセンター・カラオケボックス・

ファストフード店・ファミレス・コンビニなど）

その他

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）
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41.8 

50.9 

2.4 

0.6 

1.2 

1.8 

0.6 

0.0

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

毎日外出する

仕事や学校で週に４～５日外出する

遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事の

ときだけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニ等には出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

不明・無回答

若者（n=165）

普段どのくらい外出するかについて、若者では、「仕事や学校で週に４～５日外出する」が 50.9％

と最も高く、次いで「毎日外出する」が 41.8％、「遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する」が

2.4％となっています。 

【普段どのくらい外出するか 若者問６】 
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（２）居場所について 

「居場所」がどんな所かについて、小学生では、「落ち着いてくつろげる場所」が 67.7％と最も高

く、次いで「好きなものがあったり、好きなことができる場所」が 59.1％、「友達や親しい人とのつな

がりの中で安心していられる場所」が 44.3％となっています。 

中学生では、「落ち着いてくつろげる場所」が 81.5％と最も高く、次いで「好きなものがあったり、

好きなことができる場所」が 70.4％、「周りに気をつかわず、自分のペースでいられる場所」が

58.8％となっています。 

若者では、「落ち着いてくつろげる場所」が 81.8％と最も高く、次いで「周りに気をつかわず、自分

のペースでいられる場所」が 67.3％、「好きなものがあったり、好きなことができる場所」が 61.2％

となっています。 

【居場所はどんな所か 小学生、中学生問 13】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.4

67.7

59.1

39.8

44.3

38.0

23.2

24.6

29.4

34.7

21.6

4.0

0.0

40.1 

81.5 

70.4 

58.8 

52.7 

40.4 

35.6 

28.1 

21.8 

25.3 

21.5 

1.3 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分一人で行けて、好きなだけいられる場所

落ち着いてくつろげる場所

好きなものがあったり、好きなことができる場所

周りに気をつかわず、自分のペースでいられる場所

友達や親しい人とのつながりの中で

安心していられる場所

自分のことを否定されたり、

いやなことが起きたりしない場所

大人に指図されたり、強制されたりしない場所

自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所

色々なイベントがあり、自分の好きなことに

参加できる場所

信頼できる大人がいる場所

色々な人と出会える場所

その他

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）
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41.2 

81.8 

61.2 

67.3 

57.0 

35.8 

26.1 

25.5 

12.7 

42.4 

8.5 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分ひとりで行けて、好きなだけいられる場所

落ち着いてくつろげる場所

好きなものがあったり、好きなことができる場所

周りに気をつかわず、自分のペースでいられる場所

友だちや親しい人とのつながりの中で

安心していられる場所

自分のことを否定されたり、

嫌なことが起きたりしない場所

指図されたり、強制されたりしない場所

自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所

色々なイベントがあり、自分の好きなことに

参加できる場所

信頼できる人がいる場所

色々な人と出会える場所

その他

不明・無回答

若者（n=165）

【居場所はどんな所か 若者問７】 
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あなたにとっての「居場所」はどこかについて、小学生では、「家（親せきの家をふくむ）」が

62.2％と最も高く、次いで「自分の部屋」が 59.8％、「友達の家」が 22.1％となっています。 

中学生では、「自分の部屋」が 65.6％と最も高く、次いで「家（親せきの家を含む）」が 64.5％、

「クラブ活動・部活動の場所」が 28.2％となっています。 

若者では、「自分の部屋」が 86.1％と最も高く、次いで「家庭（親戚の家を含む）」が 53.9％、「イ

ンターネット空間（ＳＮＳ・動画サイト・オンラインゲーム等）」が 15.8％となっています。 

【居場所はどこか 小学生、中学生問 14】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.8

62.2

22.1

16.6

6.4

13.3

13.8

2.5

2.2

1.6

0.0

65.6 

64.5 

10.0 

19.5 

28.2 

8.9 

3.9 

11.6 

2.3 

2.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

自分の部屋

家（親せきの家を含む）

友達の家

学校（教室・図書室など）

クラブ活動・部活動の場所

塾や習いごとの場所

地域（図書館・コミセン・公園・児童館など）

お店（ゲームセンター・カラオケボックス・

ファストフード店・ファミレス・コンビニなど）

その他

居場所はない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）
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86.1 

53.9 

10.9 

10.9 

7.9 

3.0 

0.6 

15.2 

3.0 

13.9 

15.8 

1.2 

0.0

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家庭（親戚の家を含む）

友だちの家

学校（教室・図書室等）

クラブ（部）活動・サークル

塾や習い事の場所

地域（図書館・公民館・公園・児童館等）

職場・アルバイト先（過去に働いていた場所を含む）

お店（ゲームセンター・カラオケボックス・

ファストフード店・ファミレス・コンビニ等）

趣味や自己啓発の場所

インターネット空間（ＳＮＳ・動画サイト・

オンラインゲーム等）

その他

居場所はない

不明・無回答

若者（n=165）

【居場所はどこか 若者問８】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由回答意見では、安心して過ごせる場所、自由に過ごせる場所などの意見があがっています。ま

た、ボール遊びができる公園や広い公園を求める声が多く上がっています。 

【居場所に関する意見 小学生、中学生 自由回答】 

調査 意見（抜粋） 

小学生 

安心して、ゆっくりしていられる場所がほしい 

播磨町民みんなが交流できるようなイベントやフリースペースがあったら良い 

みんなで遊べる室内の広場。安全に遊べるようなところ 

中学生 

広い公園やボール遊びができる公園があったら良い 

子どもだけで行けて、遊べるような施設が今は少ないので増やしてほしい 

学校に行きたくない気持ち、教室に入りにくい気持ちがわかる大人がいてほしい 

ゲームや自習など何でもできる自由な空間をつくってほしい 
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45.8

31.7

76.8

51.7

41.9

3.1

6.4

0.0

67.9 

70.8 

86.6 

47.2 

41.9 

3.3 

2.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット

SNS（X（旧Twitter）、LINE、Instagram、TikTokなど）

動画（YouTube、アマゾンプライム、

ネットフリックスなど）

テレビ・ラジオ

本・ざっし・まんが

新聞

その他

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）

23.2 

13.4 

20.1 

84.1 

39.6 

73.2 

26.8 

1.8 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通話

電子メールによる連絡

ホームページ等を見る

SNS（X（旧Twitter）・LINE・Instagram、TikTok等）

ゲーム

動画サイト（YouTube等）

勉強や仕事に関するもの

その他

不明・無回答

若者（n=164）

（３）メディアの利用について 

よく利用しているメディアについて、小学生では、「動画（YouTube、アマゾンプライム、ネットフリッ

クスなど）」が 76.8％と最も高く、次いで「テレビ・ラジオ」が 51.7％、「インターネット」が 45.8％と

なっています。 

中学生では、「動画（YouTube、アマゾンプライム、ネットフリックスなど）」が86.6％と最も高く、次

いで「SNS（X（旧 Twitter）、LINE、Instagram、TikTok など）」が 70.8％、「インターネット」が

67.9％となっています。 

若者では、「SNS（X（旧 Twitter）・LINE・Instagram、TikTok等）」が 84.1％と最も高く、次い

で「動画サイト（YouTube等）」が 73.2％、「ゲーム」が 39.6％となっています。 

【よく利用しているメディア 小学生、中学生問 15、若者問９-１】 
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7.5

1.6

18.1

10.4

20.7

8.5

12.4

21.2

7.2

5.4

10.2

15.2

1.8

3.0

1.8

45.4

0.0

10.5 

1.7 

20.7 

13.4 

33.9 

10.8 

18.8 

54.2 

38.5 

29.3 

11.6 

31.4 

2.3 

2.2 

1.5 

24.7 

0.0

0% 20% 40% 60%

家族のこと

家族のお世話のこと

友達のこと

好きな人のこと

自分のこと（見た目や性格など）

健康のこと

学校生活のこと

勉強のこと

受験、進路のこと

部活動・クラブ活動のこと

塾・習いごとのこと

将来のこと

ＳＮＳ上のこと

性別（トランスジェンダーなど）のこと

その他

悩んでいることはない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）

（４）悩みや相談先について 

今、悩んでいることについて、小学生では、「悩んでいることはない」が 45.4％と最も高く、次いで

「勉強のこと」が 21.2％、「自分のこと（見た目や性格など）」が 20.7％となっています。 

中学生では、「勉強のこと」が 54.2％と最も高く、次いで「受験、進路のこと」が 38.5％、「自分の

こと（見た目や性格など）」が 33.9％となっています。 

若者では、「将来のこと」が 50.9％と最も高く、次いで「就職や職場、仕事のこと」が 32.1％、「勉

強や受験、進路のこと」が 26.1％となっています。 

【今、悩んでいること 小学生、中学生問 21、若者問 14】 
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10.3 

4.2 

1.2 

3.6 

14.5 

7.9 

13.9 

26.1 

4.8 

2.4 

32.1 

50.9 

9.1 

9.7 

0.0

1.2 

3.6 

20.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

親（保護者）のこと

配偶者（パートナー）のこと

親（保護者）・配偶者（パートナー）以外の家族のこと

家族のお世話や介護のこと

家計のこと

友達のこと

学校生活のこと

勉強や受験、進路のこと

部活動・クラブ活動・サークル活動のこと

塾・習い事のこと

就職や職場、仕事のこと

将来のこと

からだのこと

性・恋愛のこと

ＳＮＳ上のこと

性別（トランスジェンダー等）のこと

その他

悩んでいることはない

不明・無回答

若者（n=165）

【今、悩んでいること 若者問 14】 
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47.6

19.9

2.7

37.3

63.1

19

10.5

1.4

2.3

1.9

1.5

0.2

0.9

2.1

8.3

12.5

0.00

58.5 

12.3 

1.9 

28.8 

54.2 

18.3 

6.9 

1.4 

6.0 

0.2 

0.5 

3.4 

1.8 

4.8 

15.9 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

友達

学校の先生

保健室の先生

父（男性の保護者）

母（女性の保護者）

きょうだい

祖父母

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

塾や習いごとの先生

学童保育所の先生

児童館の大人

役場等の公的な相談窓口の人

インターネットやサイトなどを通じて知り合った

直接会ったことのない人

その他

誰にも相談できない

誰にも相談したくない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）

悩んでいるときや困っているときの相談相手について、小学生では、「母（女性の保護者）」が

63.1％と最も高く、次いで「友達」が 47.6％、「父（男性の保護者）」が 37.3％となっています。 

中学生では、「友達」が58.5％と最も高く、次いで「母（女性の保護者）」が54.2％、「父（男性の

保護者）」が 28.8％となっています。 

若者では、「友達」が 61.8％と最も高く、次いで「母親」が 57.0％、「父親」が 21.2％となってい

ます。 

【悩んでいるときや困っているときの相談相手 小学生、中学生問 22】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「学童保育所の先生」は小学生のみの選択肢。 
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61.8 

7.9 

3.6 

9.7 

21.2 

57.0 

16.4 

7.3 

2.4 

4.2 

0.0

1.2 

13.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

友達

先輩・後輩

学校の先生

職場の同僚・上司

父親

母親

きょうだい

配偶者（パートナー）

カウンセラー・精神科医

インターネット上の知り合い

役場等の公的な相談窓口の人

その他

相談する人はいない

不明・無回答

若者（n=165）

【悩んでいるときや困っているときの相談相手 若者問 15】 
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28.2 69.4 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生（n=926）

いる いない 不明・無回答

11.2 87.5 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（n=950）

いる いない 不明・無回答

（５）家族のお世話について 

あなたが中心となって、お世話をしている家族の人はいるかについて、小学生では「いない」が

69.4％と、「いる」の 28.2％を上回っています。 

中学生では、「いない」が 87.5％と、「いる」の 11.2％を上回っています。 

【お世話をしている家族の有無 小学生、中学生問 25】 
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43.7

20.7

22.2

28.4

6.5

27.2

31.0

0.4

4.2

2.7

12.3

0.00

55.7 

17.9 

23.6 

26.4 

5.7 

33.0 

42.5 

2.8 

0.9 

0.0

11.3 

0.0

0% 20% 40% 60%

家事（食事の準備、そうじ、洗たくなど）

きょうだいのお世話や送り迎え

入浴やトイレのお世話

買い物や散歩に一緒に行く

病院に一緒に行く

話を聞く

見守り

通訳（日本語や手話など）

お金の管理

薬の管理

その他

不明・無回答

小学生（n=261） 中学生（n=106）

どのようなお世話をしているかについて、小学生では、「家事（食事の準備、そうじ、洗たくなど）」が

43.7％と最も高く、次いで「見守り」が 31.0％、「買い物や散歩に一緒に行く」が 28.4％となってい

ます。 

中学生では、「家事（食事の準備、そうじ、洗たくなど）」が 55.7％と最も高く、次いで「見守り」が

42.5％、「話を聞く」が 33.0％となっています。 

【お世話の内容 小学生、中学生問 25-３】 
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11.1 30.3 32.6 18.4 7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生（n=261）

大変なので助けてほしい 大変だが、家族のことなので当たり前

大変ではない どちらでもない

不明・無回答

4.7 42.5 33.0 14.2 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（n=106）

大変なので助けてほしい 大変だが、家族のことなので当たり前

大変ではない どちらでもない

不明・無回答

0.6 97.0 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者（n=165）

そう思う そう思わない 不明・無回答

お世話をすることをどう思っているかについて、小学生では、「大変ではない」が 32.6％と最も高く、

次いで「大変だが、家族のことなので当たり前」が 30.3％、「どちらでもない」が 18.4％となってい

ます。 

中学生では、「大変だが、家族のことなので当たり前」が 42.5％と最も高く、次いで「大変ではな

い」が 33.0％、「どちらでもない」が 14.2％となっています。 

【お世話をすることをどう思っているか 小学生、中学生問 25-６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご自身をケアラーだと思うかについて、若者では、「そう思わない」が 97.0％と、「そう思う」の

0.6％を上回っています。 

【自身をケアラーだと思うか 若者問 26】 
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82.3 16.0 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生（n=926）

もっている もっていない 不明・無回答

61.1 36.8 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（n=950）

もっている もっていない 不明・無回答

（６）将来のことについて 

将来の夢や目標をもっているかについて、小学生では「もっている」が 82.3％と、「もっていない」

の 16.0％を上回っています。 

中学生では、「もっている」が 61.1％と、「もっていない」の 36.8％を上回っています。 

家族や周りに大切にされていると思う程度別にみると、小学生、中学生ともに、「大切にされている」

と回答した人の方が、夢や目標を持っている割合が高くなっています。 

【将来の夢や目標をもっているか 小学生、中学生問 26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生、中学生問 26 将来の夢や目標をもっていますか。×問 20 家族や周りに大切にさ

れていると思うか】 

 

 

 

  

上段：度数
下段：％

合計 もっている
もっていな
い

不明・無回
答

926     762     148     16      

100.0   82.3    16.0    1.7     

759     636     111     12      

100.0   83.8    14.6    1.6     

25      14      10      1       

100.0   56.0    40.0    4.0     

114     89      23      2       

100.0   78.1    20.2    1.8     

問26　将来の夢や目標をもっていますか。

問
２
０
　
家
族
や
周

り
に
大
切
に
さ
れ
て

い
る
と
思
う
か

全体

大切にされてい
る

大切にされてい
ない

どちらでもない

上段：度数
下段：％

合計 もっている
もっていな
い

不明・無回
答

950     580     350     20      

100.0   61.1    36.8    2.1     

754     476     265     13      

100.0   63.1    35.1    1.7     

23      9       12      2       

100.0   39.1    52.2    8.7     

149     79      69      1       

100.0   53.0    46.3    0.7     

問26　将来の夢や目標をもっていますか。

問
２
０
　
家
族
や
周

り
に
大
切
に
さ
れ
て

い
る
と
思
う
か

全体

大切にされてい
る

大切にされてい
ない

どちらでもない
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49.0 20.3 30.1 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者（n=153）

結婚したい 結婚したくない わからない 不明・無回答

72.0 

68.0 

40.0 

37.3 

14.7 

9.3 

8.0 

0.0

24.0 

1.3 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

給料等雇用・労働条件を改善する

育児休暇や育児短時間勤務等、夫婦がともに

働き続けられるような職場環境を整える

結婚に関する費用を支援する

住宅に関する費用を支援する

出会いの場を提供する等、出会いを支援する

交際や結婚に関する相談支援を行う

若いうちから自身のライフプランを考える機会を

提供する

結婚に関する啓発活動を行う

家事や育児を夫婦で分担できるよう、啓発活動を行う

その他

不明・無回答

若者（n=75）

（７）結婚について 

今後結婚をしたいと思うかについて、若者では、「結婚したい」が 49.0％と最も高く、次いで「わか

らない」が 30.1％、「結婚したくない」が 20.3％となっています。 

【今後結婚をしたいと思うか 若者問 27-1】 

 

 

 

 

結婚を望む方が結婚できるような環境を整えるために、どのような支援が必要だと思うかについて、

若者では、「給料等雇用・労働条件を改善する」が 72.0％と最も高く、次いで「育児休暇や育児短

時間勤務等、夫婦がともに働き続けられるような職場環境を整える」が 68.0％、「結婚に関する費用

を支援する」が 40.0％となっています。 

【結婚に必要な支援 若者問 27-３】 
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16.1 

29.0 

54.8 

83.9 

80.6 

41.9 

41.9 

35.5 

35.5 

3.2 

3.2 

3.2 

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まだ結婚するには若いと思う

夢・仕事・目標等やりたいことがある

趣味や娯楽を楽しみたい

結婚していない方が自由で気楽

結婚する必要性を感じない

適当な相手にめぐり会わない

人とうまく付き合えない

結婚資金や、結婚後の生活に経済的な不安がある

家事・育児が大変そう

親の介護等、家庭の事情がある

親といる方が楽

その他

特に理由はない

不明・無回答

若者（n=31）

結婚したくないと思う理由について、若者では、「結婚していない方が自由で気楽」が 83.9％と最

も高く、次いで「結婚する必要性を感じない」が 80.6％、「趣味や娯楽を楽しみたい」が 54.8％とな

っています。 

【結婚したくないと思う理由 若者問 27-４】 
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50.9 23.0 23.6 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者（n=165）

子どもをもちたいと思う 子どもをもちたいと思わない

わからない 不明・無回答

91.7 

17.9 

35.7 

7.1 

17.9 

11.9 

6.0 

2.4 

2.4 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから

結婚して子どもをもつことは自然なことだから

好きな人の子どもをもちたいから

子どもは夫婦関係を安定させるから

子どもは将来の社会の支えとなるから

子どもは老後の支えになるから

パートナーや親等、周囲が望むから

子どもをもつことで周囲から認められるから

その他

不明・無回答

全体（n=84）

（８）子どもを持つことについて 

子どもを持つことについて、若者では、「子どもをもちたいと思う」が 50.9％と最も高く、次いで「わ

からない」が 23.6％、「子どもをもちたいと思わない」が 23.0％となっています。 

【子どもを持つことについて 若者問 28】 

 

 

 

 

子どもを持ちたいと思う理由について、若者では、「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになる

から」が 91.7％と最も高く、次いで「好きな人の子どもをもちたいから」が 35.7％、「結婚して子ども

をもつことは自然なことだから」「子どもは将来の社会の支えとなるから」が 17.9％となっています。 

【子どもを持ちたいと思う理由 若者問 28-１】 
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65.8 

63.2 

10.5 

21.1 

39.5 

34.2 

0.0

47.4 

7.9 

5.3 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや教育にお金がかかるから

育児の心理的・肉体的負担が増えるから

自分やパートナーの健康上の理由から

自分の仕事に差しつかえるから

子どもがのびのび育つ環境ではないと思うから

自分やパートナーとの自由な時間が減るから

パートナーが子どもを望まないから

子どもが苦手だから

その他

特に理由はない

不明・無回答

若者（n=38）

子どもを持ちたいと思わない理由について、若者では、「子育てや教育にお金がかかるから」が

65.8％と最も高く、次いで「育児の心理的・肉体的負担が増えるから」が 63.2％、「子どもが苦手だ

から」が 47.4％となっています。 

【子どもを持ちたいと思わない理由 若者問 28-２】 
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31.6 34.9 31.7 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生（n=926）

知っている

聞いたことがあるが、内容はよくわからない

知らない

不明・無回答

28.8 38.5 31.4 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（n=950）

知っている

聞いたことがあるが、内容はよくわからない

知らない

不明・無回答

25.5 29.1 43.6 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者（n=165）

知っている

聞いたことがあるが、内容はよくわからない

知らない

不明・無回答

（９）子どもが意見を表明する権利について 

「子どもの権利」を知っているかについて、小学生では、「聞いたことがあるが、内容はよくわからな

い」が 34.9％と最も高く、次いで「知らない」が 31.7％、「知っている」が 31.6％となっています。 

中学生では、「聞いたことがあるが、内容はよくわからない」が 38.5％と最も高く、次いで「知らな

い」が 31.4％、「知っている」が 28.8％となっています。 

若者では、「知らない」が43.6％と最も高く、次いで「聞いたことがあるが、内容はよくわからない」

が 29.1％、「知っている」が 25.5％となっています。 

【子ども権利の認知度 小学生、中学生、若者問 30】 
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15.9

5.2

10.7

12.9

9.7

13.00

16.5

5.2

4.2

13.3

1.4

52.3

0.0

14.4

6.6

15.3

16.4

12.6

24.4

33.4

5.4

15.4

13.1

0.7

39.4

0.0

10.3 

3.6 

4.2 

5.5 

9.7 

10.3 

29.1 

63.0 

7.9 

47.9 

1.8 

10.9 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

役場等の町の建物で、対面で伝える

役場や町の建物以外の場所で、対面で伝える

自分の学校で、対面で伝える

オープンミーティング等、少人数のグループの中で

伝える

電話や通話アプリで伝える

手紙・FAXで伝える

メールで伝える

インターネットのアンケートに答える

オンライン（インターネット上）の会議で伝える

SNS（X（旧Twitter）・LINE・Instagram、TikTok等）で

伝える

播磨町子ども議会で伝える

その他

伝えたい意見はない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）

若者（n=165）

どんな方法や手段があれば、播磨町（役場）に対して、自分の意見を伝えやすいと思うかについて、

小学生では、「伝えたい意見はない」が52.3％と最も高く、次いで「インターネットのアンケートに答え

る」が 16.5％、「役場などの町の建物で、直接会って伝える」が 15.9％となっています。 

中学生では、「伝えたい意見はない」が 39.4％と最も高く、次いで「インターネットのアンケートに

答える」が 33.4％、「メールで伝える」が 24.4％となっています。 

若者では、「インターネットのアンケートに答える」が 63.0％と最も高く、次いで「SNS（X（旧

Twitter）・LINE・Instagram、TikTok等）で伝える」が 47.9％、「メールで伝える」が 29.1％とな

っています。 

【意見を伝えやすい方法 小学生、中学生、若者問 31】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「オープンミーティング等、少人数のグループの中で伝える」は若者、「播磨町子ども議会で伝える」は小学

生、中学生のみの選択肢。 
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30.5

13.2

16.5

21.2

16.1

19.0

11.7

15.6

1.7

43.7

0.0

53.4

14.1

30.6

26.00

24.8

21.8

12.6

18.9

0.8

32.0

0.0

74.5 

14.5 

42.4 

17.0 

27.9 

30.9 

19.4 

25.5 

0.6 

9.1 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

匿名で（自分が誰か知られずに）伝えることができる

意見の伝え方や伝える意見のテーマについて、

前もって学ぶ機会がある

伝えた意見がどのように扱われるかがわかる

意見を伝える場に、友だちや知り合いと一緒に

参加できる

伝えたい内容をうまく引き出してくれる役割の人が

いる

ほかの人の意見も知ることができる

伝えた意見が制度や政策に反映されるところまで

関わることができる

謝礼がもらえる

その他

伝えたい意見はない

不明・無回答

小学生（n=926） 中学生（n=950）

若者（n=165）

どんな工夫やルールがあれば、播磨町（役場）に対して、自分の意見を伝えやすいと思うかについ

て、小学生では、「伝えたい意見はない」が 43.7％と最も高く、次いで「自分の名前などがだれか知

られずに伝えることができる」が 30.5％、「意見を伝える場に、友だちや知り合いと一緒に参加でき

る」が 21.2％となっています。 

中学生では、「伝えたい意見はない」が 43.7％と最も高く、次いで「自分の名前などがだれか知ら

れずに伝えることができる」が 30.5％、「意見を伝える場に、友だちや知り合いと一緒に参加できる」

が 21.2％となっています。 

若者では、「匿名で（自分が誰か知られずに）伝えることができる」が 74.5％と最も高く、次いで

「伝えた意見がどのように扱われるかがわかる」が 42.4％、「ほかの人の意見も知ることができる」

が 30.9％となっています。 

【小学生、中学生、若者問 32】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


